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2023 年度「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」自己点検・評価報告書 

 

帝京大学 数理・データサイエンス・AI 教育検討 WG 

 

1．プログラムの履修・修得状況 

 各学部・学科・コースにおける「データサイエンス・AI 入門」の単位修得者数と単位修得率を表 1 に

示す。全学的には 77.4％（延べ履修者 758 名のうち、延べ修得者 587 名）である。本科目においては、

オンデマンド回ではテスト、第 8 回・第 15 回の対面授業ではレポート課題を課しており、修得状況の

把握はできていると考えられる。 

修得できなかった学生の学修状況等を見ると、昨年度と同様に以下のパターンに分けられる。 

①オンデマンド回のテストにほとんど回答せず、第 8 回・第 15 回の対面授業にも参加せず欠席者課

題も提出していないもの 

②第 8 回・第 15 回には参加したがオンデマンド回の小テストの成績が低いもの 

③オンデマンド回のテストに回答しており得点も低くはないが、第 8 回・第 15 回に欠席し欠席者課

題を提出していないもの 

①の未修得者については、学修意欲を失ってしまった学生と捉えられ、早い段階で履修の意義や学修

できる能力などを伝える必要があると思われる。②と③の未修得者は、受講の仕方や成績評価の方法を

理解していないものと考えられるため、LMS 上で成績評価の方法を改めて示すことなどによって、改善

が可能であろう。 

 

2．学修成果 

 今年度から全学開講となった「データサイエンス・AI 入門」では、単位修得にはオンデマンド回のテ

ストでの得点、第８回・第 15 回の対面授業の事後課題の提出が必要であり、提出された課題は各学科

の担当教員が採点している。単位の修得状況と合わせて、学修目標に沿った適切な学修成果が得られて

いることは確認できる。授業評価アンケートで、「あなたは、総合的に見て、この授業に満足しています

表 1 「データサイエンス・AI入門」の学科別の履修・修得状況 

 

系統 学部 学科
履修

者数

修得

者数
修得率 系統 学部 学科

履修

者数

修得

者数
修得率

経済 25 19 76.0% 医 医 6 5 83.3%

国際経済 5 4 80.0% 薬 薬 31 31 100.0%

経営 27 23 85.2% 視能矯正 5 5 100.0%

観光経営 3 2 66.7% 看護 17 15 88.2%

地域経済 12 10 83.3% 診療放射線 7 5 71.4%

法律 5 5 100.0% 臨床検査 7 7 100.0%

政治 1 0 0.0% スポーツ医療 30 29 96.7%

日本文化 3 3 100.0% スポーツ医療（八王子） 32 30 93.8%

史 0 0 － 柔道整復 0 0 －

社会 8 7 87.5% 理学療法 5 5 100.0%

心理 13 12 92.3% 作業療法 0 0 －

外国語 4 4 100.0% 看護 27 25 92.6%

国際日本 7 5 71.4% 診療放射線 5 5 100.0%

教育文化 2 0 0.0% 医療技術 39 39 100.0%

初等教育 10 10 100.0%

機械・精密システム 44 34 77.3%

航空宇宙 20 18 90.0%

情報電子 109 94 86.2%

バイオサイエンス 78 65 83.3%

理工（通信教育課程） 情報科 171 71 41.5%
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か」への回答は、「そう思う」「ややそう思う」の合計は 78.4％であり、中立を含めると 95.2%に達する。 

 さらに「データサイエンス・AI 入門」の授業単位の成績状況を表 2 に示す。これを見ると、医療系の

学科で評価が高く、S 評価を得た学生が 80％を超えている部分も見受けられる。また、医療系と文系の

学生が混在する八王子キャンパスでは、医療系の学生の評価が高く、文系の学生は低い傾向があった。

第 8 回・第 15 回の対面授業では、各キャンパスの担当教員に授業内容や課題内容、採点基準などが任

されている。S 評価の割合の高いところはいずれも本年度に「データサイエンス・AI 入門」が開講した

キャンパスである。単位の修得できた学生の多くが、オンデマンド回のテストを満点近くになるまで繰

り返し挑戦していたことが、各キャンパスからの報告において見受けられた。本年度の状況を踏まえて、

到達目標に沿って対面授業回の課題の評価基準を高めてより高度な内容を求めるなど、次年度に評価方

法の調整が必要と思われる。 

 

3．学生アンケート等を通じた学生の内容の理解度 

 授業評価アンケートにおいて、「この授業の到達目標は達成できましたか」への回答は、「達成できた」

「ほぼ達成できた」の全体の合計で 64.8%であり、中立を含めると 95.5％に達する。また、S 評価・A

評価を受けた学生は全体では 52.5%であり、学生の理解度の高さがうかがえる。 

 

 

表 2 「データサイエンス・AI入門」の授業単位の成績状況 

 

キャンパス 学期 含まれる学科 項目 S A B C D 無資格 総計

人数 52 4 2 1 1 3 63

割合 82.5% 6.3% 3.2% 1.6% 1.6% 4.8% 100.0%

人数 25 5 5 3 0 2 40

割合 62.5% 12.5% 12.5% 7.5% 0.0% 5.0% 100.0%

人数 22 26 48 28 21 0 145

割合 15.2% 17.9% 33.1% 19.3% 14.5% 0.0% 100.0%

人数 2 4 2 2 1 1 12

割合 16.7% 33.3% 16.7% 16.7% 8.3% 8.3% 100.0%

人数 4 15 7 8 6 4 44

割合 9.1% 34.1% 15.9% 18.2% 13.6% 9.1% 100.0%

人数 1 17 0 0 0 2 20

割合 5.0% 85.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0%

人数 11 71 6 6 2 13 109

割合 10.1% 65.1% 5.5% 5.5% 1.8% 11.9% 100.0%

人数 0 46 10 9 13 0 78

割合 0.0% 59.0% 12.8% 11.5% 16.7% 0.0% 100.0%

人数 4 25 41 1 0 100 171

割合 2.3% 14.6% 24.0% 0.6% 0.0% 58.5% 100.0%

人数 9 5 2 0 1 0 17

割合 52.9% 29.4% 11.8% 0.0% 5.9% 0.0% 100.0%

人数 31 19 7 1 1 0 59

割合 52.5% 32.2% 11.9% 1.7% 1.7% 0.0% 100.0%

医・薬・視能矯正・看護・診療放射線・

臨床検査・スポーツ医療

後期
医・薬・視能矯正・看護・診療放射線・

臨床検査・スポーツ医療

後期

経済・国際経済・経営・観光経営・法

律・政治・日本文化・史・社会・心理・

外国語・国際日本・教育文化・初等教

育・スポーツ医療

板橋

八王子

宇都宮

福岡

前期

後期

地域経済

機械・精密システム

航空宇宙

情報電子

バイオサイエンス

情報科

理学療法・作業療法・看護・診療放射

線・医療技術

理学療法・作業療法・看護・診療放射

線・医療技術

前期

後期

通年

(通信)
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4．学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への推奨度 

 先述のとおり、授業評価アンケートの総合的な満足度を問う項目における「そう思う」「ややそう思

う」の合計は 78.4％であり、中立を含めると 95.2%に達することから、後輩等他の学生への推奨度は高

いことが推測される。 

 

5．全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況 

各学部において、本プログラムの意義や重要性を、ガイダンスや初年次教育科目等の関連する授業内

で、積極的に発信していくとともに、プログラムを改善・進化させるための組織である、数理・データ

サイエンス・AI 教育検討ワーキンググループにて履修率向上に向けた方策を検討することとしている。

各学部においては、数理・データサイエンス・AI 教育検討ワーキンググループで検討した内容に基づき、

各学部の教務委員会を中心にして履修率向上に向けた取り組みを実施する。 

 

6．教育プログラム修了者の進路、活躍状況、企業等の評価 

本プログラムは、令和４年度が開設初年度であるため、本プログラムを修了した卒業生はまだ輩出し

ていないが、大学として毎年卒業生の就職先企業等に卒業生の評価や獲得技能に関する聴取を行ってお

り、プログラム修了者が就職した際の活躍状況や評価を企業等に確認するための体制は整っている。 

 

7．産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見 

前項の通り、卒業生の就職先企業等より意見を聴取する機会を設けている。2023 年度においては、数

理・データサイエンス・AI に関する知識・技術を有するいわゆる DX 人材の必要性、ならびにどのよう

なデータの利活用を検討しているかを尋ねた。卒業生の就職先においては、卒業生の学科系統別に、医

療系で 80%、文系で 65%、理工系では 90%が DX 人材を必要としていると回答している。また、デー

タの種類に関しては、医療系ではウェブサイトデータ、文系ではカスタマーデータ、理工系ではセンサ

ーデータの利活用を検討している企業が最も多い状況であり、分野による違いが見て取れる。このよう

な点も踏まえて、「データサイエンス・AI 入門」の第 8 回・第 15 回の対面授業において、各キャンパス

で取り扱う内容を工夫することが必要である。 

 

8．数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させること 

 「データサイエンス・AI 入門」は、リテラシーレベルのモデルカリキュラムに準じた構成とし、前半

はデータについての基本事項からデータを活用した AI の活用事例や倫理的な問題について、後半は

Excel を使用して代表値の算出実践、可視化の技法や注意点を取り扱った。第 8 回・第 15 回の対面授業

においては、それぞれ前半と後半の内容を総括する内容年、グループでのディスカッションを行い、レ

ポート課題を課している。しかし、一部、履修者が多く、グループディスカッションができなかったキ

ャンパスがあった。他のキャンパスの授業評価アンケートを見ると、「グループワークを取り入れてい

ることが良かった」などとグループでの活動について言及する履修者も散見されるため、担当者を増や

してクラスを分けるなどの工夫が必要であると思われる。 

この対面授業の内容についても、各キャンパスで工夫を凝らしている。例えば、板橋キャンパスにお

いては、第 5 回で医療系学生向けに医療領域における適用事例を紹介するオリジナルコンテンツを作成

し、第 8 回のグループワークでそれらの事例を深く掘り下げる調査課題を課した。また、宇都宮キャン

パスでは、第 8 回の内容を各学科に関連する内容を取り上げ、第 15 回では外部講師を招いて理工系の
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企業におけるデータサイエンスの活用事例の紹介と、実データを用いた課題を課した。このように、各

分野に関連する内容にすることで学ぶ楽しさや意義を学生が理解できるよう、継続的な工夫が必要であ

る。 

 

9．内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすること 

 「データサイエンス・AI 入門」の全キャンパス開講に伴って、キャンパスによって、成績評価の基準

を高められる可能性や、グループワークが実施可能になる工夫の余地が見受けられた。授業評価アンケ

ートにおいて「あなたは、この授業の到達目標を知っていますか」と尋ねたところ、「知らない」「あま

り知らない」と答えた学生が全体として 11.4％存在している。この点を課題として、授業全体の到達目

標が学生により伝わるよう工夫することによって、学生の「分かりやすさ」の向上が見込まれるだろう。 

 「データサイエンス・AI 入門」では、オンデマンド各回のテストを学生が何度でも挑戦できるため、

学生自身で理解を深められるようになっている。今年度に開講したキャンパスにおいても、良い点数が

取れるまで学修した学生が多いことが確認されている。一方で、未修得の履修者については、各講義の

テストをほとんど受けていなかった。医療系の学科などでは、時間割が細かにスケジューリングされて

いるため、合間の時間で自発的な受講が難しい履修者がいた可能性がある。そのような履修者に対して、

受講を促すメールをするなどの対策が考えられる。 

 内容面について、特に AI 分野の発展が著しいため、第 5 回の学科担当分の資料は毎年の更新が必要

になることが想定される。他の講義回については、毎年のアップデートが必要なものと必要としないも

のに分かれると思われるため、定期的なメンテナンスを行う方法を検討していくべきである。 

文系中心の八王子キャンパスの学生にとっては、第 9 回以降のデータ分析に関する内容が必ずしも容

易なものではないことが想定されていた。この点を踏まえて、八王子キャンパスの担当者が補助教材を

LMS に用意し、やや難易度を容易にした簡易復習テストを用意した。単位取得者の 6～7 割の学生がこ

のテストに取り組んでおり、一定程度の教育的意義が見受けられた。 

本学のこれまでの教育実践において、小テストなどの結果を見て、理解度が低いと判断できた場合は、

ポイントを絞って再度講義をするなど、できるだけ多くの学生が分かった状態になるように努めてきた

経緯もある。担当教員からの受講促進の方法だけではなく、学生にとって質問先が明確になるよう各学

科の担当教員による設定を徹底することで、内容や水準を維持したまま、質問がしやすく分かりやすい

授業とすることができるだろう。 

 また、今年度は、「データサイエンス・AI 入門」を開講した一部のキャンパスにおいて、成績評価の

高い学生が多いといった現象が確認された。それぞれのキャンパスで課題の評価基準を高め、より質の

高いレポートを履修者に求めることなどを通じて、授業の質を向上できる可能性がある。こういったこ

とを通じて成績評価の管理適正化を図り、全学的に科目の難易度の適切性を担保していく必要がある。 

 その他、例えば Excel の使用など情報リテラシー科目と重複する内容もあるため、そういった科目と

の連携を深めて、「データを読む、説明する、扱う」部分をより分かりやすくすることを通じて、適切性

の更なる向上が可能であると思われる。 

以上 

 


